
 

 

第21 期考古学セミナー（2019 年度） 
－縄文時代後期の山形－ 

 

 

 

 

 

 

 

 第 3回講座 
 

 

 

 

 

 

 

 

(公財)山形県埋蔵文化財センター  
 

菅原 哲文 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年10月13日（日） 

会場 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館 

講義  

縄文時代後期の住居と集落 



１　はじめに

　山形県内で調査が行われた主な縄文後期の集落跡をとりあげ、その構成と特色につい
て、また集落を構成する竪穴住居跡や掘立柱建物跡の特色について述べたい。
　前時期の縄文時代中期の集落跡は、しばしば環状の構成が見られ大型住居跡などが伴
い、地域の中心となるような大規模集落は長期間にわたって存続するような様相が認めら
れる。縄文時代後期になると、遺跡数の減少が認められ、いわゆる大規模集落がほとんど
認められない。存続期間も中期のように数型式にわたって続く遺跡は限られている。これ
らは気候の寒冷化が要因ではないかという指摘がある。住居跡も中・小型の規模が中心で
あり、掘立柱建物跡がしばしば伴っている。また墓域には、配石・集石遺構が発達する様
相が認められる。以下に、後期の前葉、中葉、後葉についてそれぞれ内容を述べる。

２　県内の縄文時代後期前葉の集落と住居跡

　県内の縄文時代後期初頭から前葉にかけての集落跡と住居跡について述べたい。後期初
頭は集落の全体が調査された事例は限られている。
　後期初頭の住居跡がまとまって調査された事例として、酒田市（旧八幡町）蕨台遺跡が
ある（第１図・斎藤 1994）。竪穴住居跡は８棟が確認され、平坦面から縁辺にかけて環
状に配置されている。住居の規模は、直径 3.9 ～ 6.17m、平面形は円形や楕円形状を呈す
る。４、５本の主柱穴を配置し、住居中央には炉跡がある。炉は地床炉が多いが、石囲炉
や横位の土器埋設炉も認められる。
　後期前葉の集落跡が全体的に調査され、この時期の墓域の様相が明らかにされた事例と
して、村山市川口遺跡がある（第２～４図・阿部・月山1990）。検出された遺構であるが、
竪穴住居跡 13 棟、墓壙 45 基、土坑・柱穴 1500 基以上、集石遺構等がある。当遺跡で
は後期前葉の住居群の分布域と別に、土壙墓群による墓域が形成されている。墓域は東西
15ｍ、南北 13ｍの規模で、土壙墓 45基が確認された（第４図）。墓域の東端には、石
棒を立てた立石遺構 SM29 がある。墓壙群には、土坑の縁辺に方形の石組をもつ石棺墓
が６基含まれている。墓壙の平面形は、小判形の長楕円形を基調とし、規模は長軸 75cm
～ 236cm、短軸 37～ 117cm、深さ５～ 41cmを測る。墓壙の主軸方向であるが、土壙
墓群は概ね東西軸と南北軸を有する群があり、石棺墓群は東に偏する傾向が顕著である。
副葬品は伴っていない。
　竪穴住居跡は平面形が円形を呈し、規模は 4.2 ～ 8.2mである（第３図）。集溝と壁柱
穴がめぐる ST1・2、周溝がない ST4・8 住居跡、壁柱穴が連続的に認められる ST7・9
住居跡、主柱のみで壁柱がない ST3 住居跡などがある。炉跡は、地床炉が多く石囲炉も
認められる。ST1・2は、住居跡に周溝が途切れる部分があり２基の柱穴を配するなど、
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出入口施設を形成している。
　出土遺物であるが、土器には北東北を主な分布域とする十腰内１式土器が主に認めら
れ、特有の形態の石刀なども出土している（第４図下）。
　小国町の千野遺跡では後期前葉の集落が調査されており、小型の住居跡４棟が確認され
ている（第５図・須賀井 2000）。出土土器には、三十稲場式土器や南三十稲場式土器が
含まれ、新潟方面からの影響が強く認められる。検出された住居跡はいずれも楕円形プラ
ンで、長軸 2.1 ～ 2.75m、短軸 1.6 ～ 2.1m である。柱穴は ST135 が壁柱穴がめぐるの
が確認されるが、はっきりしない住居が多い。炉跡は石囲炉が中心である。注目されるの
は、敷石住居跡と報告されている ST62 住居跡で、土器埋設石組炉を中心に周囲に扁平な
礫を敷いた敷石が施されている。このタイプの住居跡は県内ではほとんど認められない。
　この他、最上町水上遺跡で後期前葉の住居跡が調査された（佐藤ほか 1980・名和・阿
部 1981）。後期中葉・後葉の住居跡も検出されている。
　中期末から後期前葉にかかる、墓域が調査された遺跡を紹介しておきたい。後期初めの
墓域は、石を配置する配石・集石を伴うものが顕著になってくる。山形県内では、北東北
のように環状列石と呼ばれるような大規模な遺構は確認されてはいないものの、当地域で
特徴的な墓域の在り方が明らかになってきている。
　長井市の唐梅遺跡は、市の北東部、朝日山地の山麓に位置する。平成 21～ 23 年に長
井市教育委員会により調査が行われ、中期末から後期前葉を中心とした墓域が検出された
（第６図・岩崎 2012）。平成 22・23 年の第Ⅳ次・Ⅴ次調査では、土器棺墓と考えらえ
る埋設土器が７基、集石 51 基、土坑 39 基、ピット 16 基が検出された。土坑は概ね墓
壙になると考えられる。集石は円形・楕円形・不整形を呈し、直径は約 1m前後、確認面
で拳大から人頭大の礫が密集した状態で検出された。集石下からは土坑状の掘り込みが検
出された遺構もあるが、多くは集石と土坑に特定の対応関係はないという。土器埋設遺構
は、多くが集石直下の検出で、埋設時に口縁部を打ち欠き斜位に埋設されるものが多く見
られる。土坑群は、平面形は円形・楕円形・不整円形で大きさは 0.5 ～ 1.8 ｍ、多くは重
複関係をもつ。土器や石器類が多く出土し、成人墓に該当する可能性が高いと思われる。
　県北では真室川町釜淵 C遺跡で、中期末から後期にかかる墓域が検出されている（第
７図）。平成 13年に山形県埋蔵文化財センターにより 6,300 ㎡が調査された（黒坂ほか
2003）。遺跡は、縄文時代晩期の遺跡として著名であるが、中期後葉・後期・晩期と断
続的に長期にわたって営まれていた。中期末から後期にわたると考えられる配石遺構は、
後期に盛んに構築される配石遺構の成立を考える上で重要である。調査区内では、A区の
南側に中期後・末葉の竪穴住居跡が密に分布する。一方北側には住居は構築されず、段丘
縁辺を中心に配石遺構が密集して分布する。配石遺構は 33基が報告されており、扁平や
棒状な礫を用いて、V字状、円形、方形などに石を配置する。大きさは、0.7 ～ 4.7 ｍで
ある。これらの配石が集合して、墓域を形成している。配石の下は調査が行われておらず、
土坑状になるのかどうかは調査では不明であるが、配石墓となる遺構もあるものと推測さ
れる。埋設土器には配石が伴うものがあり、配石遺構の分布と重なる。

３　県内の縄文時代後期中葉の集落と住居跡
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　最上町かっぱ遺跡は、県北の向町盆地内に位置する。当遺跡は、堀之内１・２式、加曽
利 B１・B２式期にわたる集落跡と考えられる。調査面積は 6,000 ㎡である。報告では竪
穴住居跡が７棟以上、掘立柱建物跡７棟、貯蔵穴 23基、配石遺構１基、旧河道などが検
出された（第８・９図・水戸部 2003）。調査区中央からやや東寄りに旧河川跡が流れる
が、後期にはほぼ埋没していたと考えられ、河川跡と並行するように西側に竪穴住居跡や
掘立柱建物跡が密に分布する。河川跡上やその東側にも住居跡や建物跡の分布が見られる
が少ない。竪穴住居跡は円形プランを基調し、直径は 3.5 ～ 6.6 ｍ、小型の規模のものが
多い。構造は、中央部に地床炉を備え、主柱穴の他、壁面に壁柱穴がめぐる住居が多い。
ST4 住居跡は出入口施設が認められる。住居の時期は、宝ケ峯２式（加曽利 B２式期）を
中心とする時期である。掘立柱建物跡は、６本の柱を亀甲形に配置した形態が特徴的で、
最大規模の SB18 は、棟持柱間が７ｍ、桁行 4.1 ｍ、梁行 4.2 ｍである。最も規模が小さ
な SB1006 は、棟持柱間が 4.6 ｍ、桁行 3.5 ｍ、梁行 3.1 ｍである。柱穴からは南境２式
～宝ヶ峯１式の土器が出土している。竪穴住居跡や掘立柱建物跡との対応関係ははっきり
していない。
　寒河江市高瀬山遺跡（HO）地区では、後期中葉の集落と水場遺構が調査された（第 10
～ 12 図・小林 2005）。当遺跡で検出された竪穴住居跡は 15 棟で、宝ヶ峯１式期に位
置づけられている。集落は最上川左岸の段丘縁辺上に立地しており、住居群は３カ所ほど
のまとまりをもちながら半円状に分布しているように思われる（第 10図）。住居群を重
複したり、やや内側に土坑群が分布する。土坑にはフラスコ状の貯蔵穴と考えられるもの
や、底面近くに凝灰岩を配したりするものも認められ、墓壙に転用されたり祭祀行為が行
われた可能性も指摘されている。住居跡の規模は 4m前後で壁柱穴を備えるものが多い。
主柱穴はあまりはっきりとはしていない。集落の西方 150 ｍには水場遺構が検出されて
おり、当集落が存在した時期に水場遺構でトチの実などのあく抜き作業や水を利用した作
業が行われていたと考えられる（第 12図）。

４　後期後葉の集落と住居跡

　小国町下叶水遺跡では、縄文時代後期後葉から晩期後葉にわたる集落跡であり、当該期
の集落構成が明らかになった。検出された遺構であるが、建物跡46棟以上、土坑、溝跡、
埋設土器、ピット群がある（第 13～ 15図・植松ほか 2009）。建物跡であるが、竪穴住
居跡は確認されず、掘立柱建物と考えられるものである。旧河川跡に沿って分布し、河川
に直交方向に配置されるものが多い。主に４基の柱穴で構成され、大半が梁行・桁行が１
間の正方形や長方形のプランとなる。梁行の中央に張り出して棟持柱状に柱穴を配置し、
六角状の平面になるものも認められる。柱穴掘り方には、地山塊や根固め石が入る。集落
の中央には南東から北西にのびる河川跡 SG1 があり、建物跡は河川跡にそって両側に分
布する。また、瘤付土器Ⅲ～Ⅳ期以降には、埋設土器による墓域と思われる領域が調査区
北東部に出現する。
　後期後葉の集落跡の一部が検出され、住居跡が良好な状態で検出された、大蔵村上竹野
遺跡の事例をとりあげておきたい（第 16図・菅原 2019）。上竹野遺跡は、弥生時代の
集落跡が主要な時期であるが、後期の瘤付土器第Ⅱ～Ⅲ段階の時期と考えらえる集落跡が
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確認された。竪穴住居跡が２棟、掘立柱建物跡が２棟、土坑等が検出されている。ST1・
38 は後期後葉の瘤付土器第Ⅱ～Ⅲ段階頃の住居跡と考えられる。ST1 は、平面形が円形
で直径は約 6.0 ｍの中型の住居跡で、主柱穴は４本、周溝と壁柱穴も確認された。中央に
地床炉がある。貼床が施される。周溝が途切れる北東側が出入口と考えられる。ST38は、
平面形は不整楕円形で、長軸 4.7、短軸 3.8mである。中央に石囲炉を備え、その周辺に
小規模の柱穴が３本配置される。SB95 掘立柱建物跡であるが、平面形は方形で長軸約
4.2 ｍ、短軸 4.0 ｍである。柱穴の規模は、掘り方が 80～ 100c,m、柱痕の直径は 30～
40cm、検出面の深さ 52～ 74cmである。その他、ST38 を切る大型の柱穴が２基確認さ
れたが、これも掘立柱建物跡を構成するものと思われる。当遺跡では、掘立柱建物跡は特
殊な役割をもつ性格と考えるよりも、竪穴住居跡とセットになる建物跡と捉えられる。
　その他の後期後葉の事例として、天童市砂子田遺跡、飯豊町町下遺跡などがある。
　砂子田遺跡は、立谷川扇状地の先端部の低湿地帯に立地している。中洲状微高地上に瘤
付土器第 2段階の竪穴住居跡が６棟、掘立柱建物跡１棟、性格不明遺構９基（後期の住居
跡になる可能性あり）、埋設土器群が検出されている（森谷 2003）。
　飯豊町町下遺跡は、白川右岸の河岸段丘上に立地し住居跡８棟が検出されている（阿部・
長橋 1981）。集落の部分的調査であるが、円形基調の竪穴住居跡が全体として弧状に構
築されている。埋設土器や墓壙の可能性がある土坑も確認されている。
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第１図　酒田市蕨台遺跡（斎藤 1994）
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第 14 図　下叶水遺跡遺構平面図（植松 2009）
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第 15 図　下叶水遺跡建物跡・出土遺物（植松 2009）
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第 16 図　大蔵村上竹野遺跡（菅原ほか 2019）
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第 17 図　山形県の縄文後期遺跡分布（小林 2014 に加筆）
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